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抄録 
現在の幼稚園では年度の変わり目や，月の変わり目の仕事として保育室内の「壁面構成」を新しくし

ている．しかし，日本における幼稚園設立期は保育室の壁をどのように使用していたか，現在作られて

いるような「壁面構成」がいつ頃から作られるようになったのか等壁面構成について明らかになってい

ないことが多い．よって本研究では明治 20 年に設立され現在までの日誌や資料を保存している大分県の

K 幼稚園の資料をもとに壁面構成の変遷を明示していくことを目的とした．対象とした K 幼稚園からの

資料もとに分析を進めると，子どもの作品の扱われ方や，保育室の壁に掲示されているものの内容の変

化が見てとれた．そしてその期，その期によって保育者が大事にしようとしている工夫や保育観が見て

取れた． 
 
 

１． 調査の背景・目的 
現在の幼稚園では年度の変わり目や，月の変わ

り目の仕事として保育室内の「壁面構成」を新し

くしている．「壁面構成」とは園舎内の保育室や遊

戯室，廊下などの壁面を造形作品やさまざまな素

材で構成する事[1]で「壁面構成」は①先生が作る

②先生と子どもが作る③子どもが作る[2]とある． 
しかし，現在「壁面構成」の歴史についての先

行研究は，明治期（鈴木 1997）[3]，大正期（鈴木

1998）[4]と限定した期間の研究しかなされていな

い．そのため現在作られているような「壁面構成」

がいつ頃から作られるようになったのか，日本に

おける幼稚園設立期は保育室の壁をどのように使

用していたか等，壁面構成について変遷全体的に

研究した論文はない．よって本研究ではある 1 園

の資料をもとに明治から現在に至る壁面構成の変

遷を明示していくことを目的とする． 
 
２． 調査方法 

2.1. 調査施設および対象 
調査施設：大分県 K 幼稚園（選定の理由は設立

以来の写真が保存されている園とした） 
対象期間：明治 20 年～平成 26 年 
 
2.2. 調査期間および調査方法 
調査日：平成 26 年 2 月 13 日 
調査方法：園で保存されている写真や園の記録

等が記載されている資料を収集する． 
 
2.3. 調査内容 
1） 園で保存されている写真より「壁面構成」

の対象となる写真を選定する． 
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2） 園の記録が記載されている資料から園の概

要を入手する． 
 

2.4. 分析方法 
1） 写真から掲示物・掲示場所・掲示方法と内

容・素材・作製者・作製方法を読み取る 
2） 園の記録と写真を照らし合わせ，年代や出

来ごとを読み取る． 
3） 時代区分（時代区分は法令に示された保育

内容の基準をもとに 5 つに区分した） 
Ⅰ期：（教育令改正） 

明治 13 年～明治 31 年 
Ⅱ期：（幼稚園保育及び設備規定制定） 

明治 32 年から大正 14 年  
Ⅲ期：（幼稚園令・幼稚園令施行規則制定） 

大正 15 年～昭和 22 年  
Ⅳ期：（保育要領刊行） 

昭和 23 年～昭和 63 年  
Ⅴ期：（幼稚園教育要領大幅改訂） 

平成元年～現在 
 

３． 結果 

1） K 幼稚園の園の概要 
図１ K 幼稚園年表 

K 幼稚園 園の経緯  

明治２０年 
１月８日  

私設の幼稚園を養徳寺に創設  
※小学校の附属で開園 
４歳，５歳 ２年保育  
１２０名くらい  

明治２８年  公費が入る  

明治３０年１０月  市立にするために申請  

明治３４年  認可される  
２名の保育者 ７０名の幼児  

明治４１年４月 本堂に移す  

明治４２年３月  新校舎に幼稚園を戻す  
※回遊室，遊戯室等の表記あり  

大正１１年  小学校から独立して現在の位置  

 
2） Ⅰ期，Ⅱ期：資料としての園日誌は残存し

ていたが，そこには卒園写真のみであり，

研究対象とする保育室や壁面の写真は残っ

ていなかった．  
 

3） Ⅲ期：この期になると保育の写真がわずか

ではあるが残存しており，それらを分析す

ると以下のようになる． 
 
資料１ ひな祭りの写真 

 
 

資料の分析 
調査日 入手日 2014 年 2 月 13 日 

分析日 2014 年 2 月 21 日 
検討日 2014 年 2 月 26 日 
修正日／2014 年 3 月 3 日 

資料 NO １ 
撮影年月日 大正 15 年 3 月 19 日 
掲示物 お雛様飾り 
掲示場所 遊戯室（園児の人数が約 100 名で

あることから，全園児が参加して

いると思われる．よって保育室で

はなく遊戯室ではないか） 
 

資料１－①資料１のお雛様の上にある壁面を拡大 

 
 
資料の分析 
資料 NO １－① 
掲示物 お雛様背景飾り 
掲示場所 室内の壁（高い位置） 
掲示方法・

内容 
第 13 恩物の剪紙法と第 18 恩物の

摺紙法の作品が掲示されている． 
素材 紙，額 
作成者 合計 39 枚ある．これはほぼ 1 クラ
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スの人数であることから，幼児の

作品であろう． 
作成方法 たたみ紙と切り紙 
読み取れる

こと 
ひな壇のちょうど後ろに掲示され

ている．ひな壇に対して上下，左

右ともバランスがよく飾ってある

ことから，ひな壇の背景に掲示し

ていたのだろう． 
 
資料１－②資料１のお雛様の上にある旗を拡大 

 
 
資料の分析 
資料 NO 1‐② 
掲示物 国旗と飾り旗，千羽鶴らしきもの 
掲示場所 室内（天井から窓） 
掲示方法・

内容 
天井から窓に紐を渡し，国旗と染

め紙の飾り旗を交互につるしてい

る．そして，中央には天井から千

羽鶴のような飾りがぶら下がって

いる． 
素材 和紙（染めに滲みがみられること

より和紙が妥当と思われる） 
作成者 既製品と幼児 
作成方法 既製品の国旗と染め紙だろう  

中心は千羽鶴らしき飾り 
読み取れる

こと 
お祝いのときには，国旗等で天井

から装飾をする． 
 
資料１－③ １－④資料１のお雛様の両脇を拡大 

 
資料の分析 
資料 NO １‐③ １－④ 
掲示物 ③写真（幼児が写っている）と花飾り 

④写真（幼児が写っている）とリボン

飾り 

掲示場所 室内 
掲示方法・

内容 
写真が額縁に入れてある． 
③の下には花瓶が掛けられ花が 3
本入っている． 
④の下には蝶々結びしたリボンが3
個縦に並んで飾られている． 

素材 写真，額，花，リボン 
作成者 写真の掲示は保育者であろう．花と

蝶々結びは不明． 
作成方法 写真撮影，花を生ける，リボンを

蝶々結びにする． 
読み取れる

こと 
雛段を中心に左右対称に写真が掲

示してある． 
 
資料１－⑤ １－⑥資料１のお雛様の両脇を拡大 

 
資料の分析 
資料 NO １－⑤ １－⑥ 
掲示物 ⑤船の絵 ④海岸の絵（船や木や

不明な物） 
掲示場所 室内 
掲示方法・内

容 
額などには入れず，掲示してある． 

素材 紙 
作成者 ⑤⑥既製品であろう 
作成方法 ⑤⑥既製品 
読み取れる

こと 
ひな壇を中心として，左右とも写

真の外側に飾ってある． 
 

全体のまとめ 
作品掲示，写真，絵の順で飾ってあることとなる．

一番目立つところに，幼児の作品を飾り，その外

側に，幼児の写真，中心から一番遠い所へ子ども

と関係のない絵が来ている． 
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4） Ⅳ期 資料２作品展示 

 
資料の分析 
調査日 入手日 2014 年 2 月 13 日 

分析日 2014 年 2 月 27 日 
資料 NO ２ 
撮影年月日 昭和 29 年 
掲示物 作品展示（バザーと同時開催） 
掲示場所 保育室 
掲示方法・

内容 
額などには入れず，子どもの作品

をつなげてぶら下げている． 
素材 紙 
作成者 幼児 
作成方法 絵の具等で描いている 
読み取れる

こと 
子どもの絵は 7 枚を 1 列にして全

部で 6 列になっている．これでク

ラスの人数分（42 名）の絵を一度

に観ることができるように展示し

ていたことが分かる． 
 
資料３集合写真の後ろの壁面 
車の中に描かれた絵がしりとりになっている 

 
 
資料の分析 
調査日 入手日 2014 年 2 月 13 日 

分析日 2014 年 2 月 27 日 

資料 NO ３ 
撮影年月日 昭和５０年 
掲示物 しりとり 
掲示場所 遊戯室 
掲示方法・

内容 
壁に直接，車の形の画用紙を貼り

付けている．内容はりす，すずめ，

めがね，ねこ，と「しりとり」に

なっている． 
素材 画用紙 
作成者 保育者 
作成方法 車の形の画用紙に対象の絵を書い

て貼っている． 
読み取れる

こと 
だた，装飾として楽しくするだけ

でなく，教育的要素を入れている． 
 
 

5） Ⅴ期 資料４掲示板の壁面 

 
 
資料の分析 
調査日 入手日 2014 年 2 月 13 日 

分析日 2014 年 2 月 27 日 
資料 NO ４ 
撮影年月日 現物を撮影 
掲示物 今月の行事予定 
掲示場所 園舎入口掲示板 
掲示方法・

内容 
カルタ取りをしているネズミ，ウ

サギ，クマが画用紙で表現されて

いる．カルタに行事が書いてある． 
素材 画用紙 
作成者 保育者 
作成方法 画用紙をそれぞれの形に切って貼

っている． 
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読み取れる

こと 
カルタに行事を書き，季節感と情

報掲示の機能を一緒に表現してい

る． 
 
４． まとめと今後の予定 

今回の調査で対象となる写真を 4 枚入手できた．

Ⅰ期，Ⅱ期は手に入らなかったが，Ⅲ期，Ⅳ期，

Ⅴ期は入手できた．Ⅲ期：大正 15 年～昭和 22 年

は，恩物中心の保育を脱して幼児の生活や遊び中

心とした新しい試みが行われた時代である[5]．し

かし，資料１－①の写真からは第 13 恩物の剪紙

法と第 18 恩物の摺紙法の作品があることで恩物

による保育がまた継続されていたことが分かる．

そして，子どもの作品を額に入れて壁に掲示して

いることも分かった．その他，資料１－③ １－④

のように写真も額に入れ壁に掲示されている．こ

のころは写真と同じように，子どもの作品を額に

入れ掲示していたことが分かる．壁に直接作品を

貼るという行為は行っていなかった．額に入れて

飾るという行為の背景には，作品を大切に扱おう

とする保育者の配慮が感じられる．また，中心か

ら子どもの作品，子どもの写真，その他絵画とは

ることで，中心に子どもの作品を目立つように位

置づけていることは注目すべき点である．また，

子どもの作品に関しては，格好よく作りたる物品

あらば之を貯へ置き模とすべし[6]．と記述がある

ことから，装飾として飾るだけでなく，手本とし

て保存していたとも想像ができる．次に資料１－

③ １－④の花瓶に活けられた生花もこのころに

よく見られた装飾方法の一つである． 
Ⅳ期，昭和 23 年に保育要領が刊行され，６幼児

の保育内容，７絵画の章に鑑賞について，自分の

描いた絵だけでなく，他の幼児の絵を見せて絵に

ついて話あう[7]と記述された．このような背景も

あり，自由画を掲示して鑑賞する動きが活発にな

っていく．そして資料２－①のように額から外れ

さらに黒板や掲示板の外の壁に子どもの作品がつ

り下げられるようになってくる．保育要領では額

に入れるものは，絵の中でも芸術的に価値の高い

ものを選んで掲示し鑑賞させる[7]とあり，額入り

には別の意味が込められていったと考えられる．

この写真はバザーと一緒に開催される展示会のも

のであり，親と子どもが一緒に鑑賞し絵画への興

味や意欲を高めたと思われる．資料２－②になる

と，現在の「壁面構成」により近くなってくる．

しかし，この内容はしりとりであり，装飾より教

育的要素を感じる．調度，昭和 52 年「幼児と保育」

1 月号に数指導のための環境設定[8]という内容が

あり，考える力を育てるために壁面を利用する方

法が記載されている．生活や遊び，環境の中から

子どもへ教育的内容を伝えていこうという工夫が

感じられる． 
Ⅴ期平成元年～現在になり現在の「壁面構成」

になってきている．資料３は掲示版の機能を果た

していることもあり，装飾だけでなく，装飾の要

素と行事内容を伝えるという掲示要素を組み合わ

せて作られている．文字だけでなく，装飾の要素

を組み合わせているところに幼稚園らしさを感じ

保育者の工夫が見られる． 
以上のように枚数は少なかったが，Ⅲ期：大正

15 年～昭和 22 年，Ⅳ期：昭和 23 年～昭和 63 年，

Ⅴ期平成元年～現在の写真を通じて，保育室の壁

に掲示されているものがどのように変化してきた

かが分析できた．また，現在の「壁面構成」に近

いものがでてくる時期が見えてきた．今回は設立

期から大正初期までの写真は確認することができ

なかったので，今後別の園で調査分析をしていき

たい． 
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Abstract 

Many kindergartens renew their wall displays in the beginning of the new school year and some kindergartens 
monthly change them. However, it is not clear when such wall displays were started at kindergarten in Japan. This 
study analyses the diaries and other documents kept at “K” kindergarten in Oita prefecture from Meiji 20. The 
result indicates the change of the contents of displays including children’s art works. And it also suggests the 
change of teachers’ views and values. 
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